
中
部
地
区
研
究
会

航空機産業でのモノづくり～現状と課題
吉
田
慎
一
氏
三
菱
重
工
業
　
顧
問

講
演

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
７
月

日
、
名
古
屋

市
東
区
の
日
刊
工
業
新
聞
社
名
古
屋
支
社
で
「
第

８
回
中
部
地
区
研
究
会
」
を
開
い
た
。
吉
田
慎
一

三
菱
重
工
業
顧
問
が
、
「
航
空
機
産
業
で
の
モ
ノ

づ
く
り
―
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

吉
田
氏
は
数
々
の
戦
闘
機
や
民
間
機
の
開
発
に
携

わ
っ
た
経
験
を
基
に
、
国
産
小
型
旅
客
機
「
三
菱

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト

Ｍ
Ｒ
Ｊ

」
の
課
題

や
今
後
の
航
空
機
産
業
の
展
望
な
ど
を
語
っ
た
。

満
員
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会

心豊かな自立型の暮らしへ沖永良部島シンポ

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
の
ネ
イ
チ

ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
が
８
月
２
日
、
鹿
児
島
県
の

沖
永
良
部
島
で
「
第
４
回
沖
永
良
部

島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

写
真
」
を
開
い

た
。
同
研
究
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
る
石
田
秀
輝
東
北
大
学
大

学
院
教
授
の
ほ
か
、
同
研
究
会
の
参

加
企
業
有
志
や
地
元
関
係
者
が
シ
ン

ポ
を
企
画
、
登
壇
。
心
豊
か
な
暮
ら

し
方
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
を
考
え

た
。
会
場
に
は
１
０
０
人
以
上
が
詰

め
か
け
盛
況
に
終
え
た
。

　
講
演
し
た
石
田
教
授
は
島
の
自
然

や
過
去
の
暮
ら
し
の
知
恵
を
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
「
物
質
的

な
依
存
型
か
ら
自
立
型
の
暮
ら
し
に

変
わ
る
」
と
述
べ
、
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

の
可
能
性
を
示
し
た
。
続
い
て
古
川

柳
蔵
東
北
大
学
大
学
院
准
教
授
は
、

現
在

歳
前
後
の
高
齢
者
の
、
戦
前

の
暮
ら
し
を
調
査
す
る
「

歳
ヒ
ア

リ
ン
グ
」
を
紹
介
、
利
便
性
と
心
の

豊
か
さ
の
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
を
訴

え
た
。
地
元
か
ら
は
、
名
水
の
む
ら

ジ
ッ
キ
ョ
自
立
創
造
委
員
会
「
フ
ァ

ン
グ
ル
塾
」
の
朝
戸
武
勝
代
表
が
講

演
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
島
で
、
集
落
の
活
力
向
上
の
た
め

塾
を
設
立
し
た
経
緯
を
述
べ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
討
論
会
を
開

催
。
３
人
の
講
演
者
の
ほ
か
日
本
リ

フ
ァ
イ
ン
の
川
瀬
泰
人
社
長
、
大
日

本
印
刷
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
所
の
木
村
晴
信
氏
、
新
納
酒

造
の
新
納
忠
人
前
代
表
が
意
見
交
換

し
た
。

複
雑
な
す
り
合
わ
せ
型
製
品
航
空
機

国
産
小
型
旅
客
機
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ
」

イ
メ

ー
ジ

三
菱
航
空
機
提
供

ど
こ
に
も
負
け
な
い
競
争
力
必
要

量産時に自動式ライン導入ＭＲＪ開発綿密な解析作業
吉田氏

少
量
多
品
種

　
次
に
生
産
の
話
。
特
徴
的
な

の
は
、
設
計
図
ど
お
り
の
部
品

が
、
計
画
ど
お
り
に
作
ら
れ
た

こ
と
を
非
常
に
長
期
間
に
わ
た

っ
て
保
証
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、

だ
れ
か
が
小
さ
な
ミ
ス
を
し
た

と
す
る
。
そ
の
時
に
は
発
見
で

き
ず
後
工
程
で
発
見
さ
れ
た
場

合
、
数
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

記
録
を
確
認
し
、
ミ
ス
を
修
正

す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ

う
い
う
品
質
保
証
が
可
能
な
の

が
航
空
機
産
業
だ
。

　
生
産
工
程
は
大
き
く
部
品
加

工
と
組
み
立
て
の
二
つ
に
分
か

れ
る
。名
航
が
つ
く
る
部
品
は

月
産

万
個
ほ
ど
あ
る
が
、少

量
多
品
種
の
生
産
だ
。専
用
加

工
機
は
少
な
く
、汎
用
的
な
５

軸
加
工
機
を
使
用
す
る
こ
と
が

多
い
。今
ま
で
の
経
験
の
中
で

大
変
だ
っ
た
の
は
大
き
く
て
複

雑
な
形
の
チ
タ
ン
製
部
品
。戦

闘
機
の
部
品
だ
っ
た
が
、切
削

す
る
の
に
非
常
に
苦
労
し
た
。

　
機
械
に
よ
る
加
工
の
ほ
か
に

板
金
部
品
も
あ
る
。
航
空
機
の

場
合
、
ゴ
ム
押
し
成
形
と
い
う

変
わ
っ
た
成
形
を
す
る
。
片
側

だ
け
型
を
作
り
、
反
対
側
は
ゴ

ム
で
、
水
枕
の
よ
う
な
感
じ
で

加
圧
す
る
。
オ
ス
型
だ
け
で
で

き
る
か
ら
コ
ス
ト
が
削
減
で
き

る
。
こ
う
い
う
部
品
は
ラ
イ
ン

で
は
流
せ
ず
、
中
量
生
産
で
月

に
数
十
万
個
と
い
う
部
品
を
ど

う
や
っ
て
生
産
す
る
か
悩
ま
し

い
問
題
だ
。

人
手
作
業

　
一
方
の
組
立
工
程
は
リ
ベ
ッ

ト

鋲

を
打
っ
た
り
、
シ
ー

ラ
ン
ト
を
塗
っ
た
り
す
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
化
で
き
る
部
分
は
少
な

く
、
人
手
作
業
が
多
い
。
そ
れ

で
も
穴
開
け
な
ど
を
少
し
ず
つ

自
動
化
し
て
い
る
し
、
ム
ー
ビ

ン
グ
ラ
イ
ン

自
動
式
ラ
イ

ン

も
採
用
し
始
め
た
。
生
産

自
動
化
は
ボ
ー
イ
ン
グ
の
ほ
か

欧
エ
ア
バ
ス
も
相
当
に
進
ん
で

い
る
と
言
わ
れ
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
で
も

量
産
段
階
で
ム
ー
ビ
ン
グ
ラ
イ

ン
な
ど
の
自
動
化
を
採
り
入
れ

る
べ
く
計
画
し
て
い
る
。

　
７
８
７
で
は
複
合
材
主
翼
を

担
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は

翼
を
複
合
材
に
よ
る
一
体
成

形
と
し
た

支
援
戦
闘
機
「
Ｆ

２
」
の
経
験
が
生
き
て
い
る
。

複
合
材
は
今
で
こ
そ
脚
光
を
浴

び
て
い
る
が
、
当
初
は
大
変
だ

っ
た
。
７
８
７
の
主
翼
は
長
さ

が

も
あ
る
た
め
、
名
古
屋

市
港
区
に
専
用
工
場
を
作
り
、

世
界
最
大
級
の
オ
ー
ト
ク
レ
ー

ブ

複
合
材
硬
化
炉

な
ど
を

設
備
し
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｒ
Ｊ
で
は
航
空
機
の
開
発

や
生
産
の
ほ
か
、
営
業
や
顧
客

サ
ポ
ー
ト
な
ど
新
た
な
業
務
が

必
要
に
な
っ
た
。
よ
う
や
く
他

の
産
業
並
み
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
分
野
は
国

産
旅
客
機
の
Ｙ
Ｓ

以
来
経
験

が
な
い
。
旅
客
機
開
発
が
中
断

し
て
い
る
間
に
規
則
は
変
わ

り
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
再
編
も

進
ん
だ
。

年
ぶ
り
に

旅
客

機
事
業
を

復
活
す
る
の
は
並

大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。

３
本
柱

　
最
後
に
私
見
で
は
あ
る
が
今

後
の
展
望
を
述
べ
る
。
三
菱
重

工
名
航
と
し
て
は
官
需

防
衛

省
向
け
事
業

と
ボ
ー
イ
ン
グ

向
け
事
業
と
の
２
本
柱
か
ら
何

と
か

Ｍ
Ｒ
Ｊ
事
業
を
加
え

た

３
本
柱
に
し
た
い
。

　
航
空
機
は
市
場
も
調
達
も
グ

ロ
ー
バ
ル
な
た
め
、
ど
こ
に
も

負
け
な
い
モ
ノ
づ
く
り
競
争
力

が
必
要
。
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
い

る
と
他
社
や
他
国
に
負
け
、
日

本
で
の
受
注
生
産
が
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
。
相
対
的
に
競

争
力
が
低
下
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
強
い
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
成
熟
し
た
量
産
機
種

の
生
産

は
低
コ
ス
ト
国
に

移
し
、
少
量
機
種
は
国
内
の
マ

ザ
ー
工
場
で
手
が
け
る
と
い
う

体
制
が
必
要
だ
。
社
外
リ
ソ
ー

ス
の
活
用
は
今
後
も
増
や
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｍ

Ｒ
Ｊ
で

国
産
旅
客
機
を

復

活
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。
私

も
航
空
機
産
業
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
。

　
私
は
１
９
７
６
年
の
三
菱
重

工
業
入
社
以
来
、
航
空
機
ひ
と

筋
で

年
間
、
名
古
屋
に
勤
務

し
て
き
た
。
こ
の
う
ち

年
間

は
戦
闘
機
の
設
計
に
従
事
。
そ

の
後
は
名
古
屋
航
空
宇
宙
シ
ス

テ
ム
製
作
所
名
航
所
長
な
ど

を
務
め
、
米
ボ
ー
イ
ン
グ
の
新

型
中
型
機
「
７
８
７
」
や
Ｍ
Ｒ

Ｊ
の
開
発
に
も
関
わ
っ
て
き

た
。

拡
大
の
一
途

　
ま
ず
航
空
機
と
は
ど
ん
な
産

業
か
説
明
し
た
い
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
二
つ
。
規
模
は
決
し
て
大

き
く
な
い
と
い
う
点
と
、
今
後

は
拡
大
の
一
途
で
あ
る
と
い
う

点
だ
。

　
日
本
の
航
空
機
産
業
の
規
模

は
自
動
車
産
業
の
約

分
の
１

に
す
ぎ
な
い
。
年
間
出
荷
額
で

比
較
す
る
と
自
動
車
は
２
０
０

９
年
に
約

兆
円
だ
っ
た
の
に

対
し
、
航
空
宇
宙
は
約
１
・
２

兆
円
。
三
菱
重
工
名
航
の
場

合
、
名
古
屋
近
辺
で
約
１
万
人

が
従
事
し
て
い
る
が
、
自
動
車

産
業
に
携
わ
る
人
は
何
十
万
人

と
い
る
だ
ろ
う
。

　
海
外
と
比
較
し
て
も
、
米
国

で
す
ら
軍
需
産
業
を
含
め
て

兆
円
ほ
ど
。

世
界
最
大
の

米
国
の
航
空
機
産
業
で
も
日
本

の
自
動
車
産
業
よ
り
小
さ
い
。

よ
く
「
自
動
車
の
次
は
航
空

機
」
と
い
う
声
を
聞
く
し
、
そ

う
し
た
期
待
は
あ
り
が
た
い

が
、
現
実
的
に
は
、
そ
う
簡
単

に
大
き
な
産
業
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

　
一
方
で
将
来
的
な
成
長
は
確

実
と
み
て
い
い
。
航
空
機
産
業

は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
。
実

際
に
過
去

年
間
で
も
世
界
の

旅
客
機
数
は
２
倍
に
増
え
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
需
要
予
測

を
ま
と
め
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
今
後

年
間
で

旅
客
機
数

は

倍
増
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
日
本
の
場
合
も
過
去

年

間
で
大
体
３
倍
か
ら
４
倍
に
拡

大
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
世
界

全
体
の
航
空
機
産
業
に
占
め
る

シ
ェ
ア
は
小
さ
い
。

中
量
生
産
品

　
次
に
航
空
機
と
い
う
製
品
の

特
徴
を
三
つ
挙
げ
た
い
。
ま
ず

は
中
量
生
産
品
と
い
う
こ
と

だ
。
旅
客
機
の
生
産
数
は
月
産

１
―
８
機
程
度
。
例
外
的
に
月

産

機
以
上
の
飛
行
機
も
あ
る

が
、
大
体
そ
ん
な
も
の
だ
。
戦

闘
機
は
多
い
時
で
も
月
産
１
機

程
度
。
毎
回
初
め
て
つ
く
る
よ

う
な
雰
囲
気
だ
。
ロ
ケ
ッ
ト
も

年
間
４
機
ほ
ど
。
航
空
宇
宙
産

業
の
製
品
は
モ
ノ
づ
く
り
の
観

点
か
ら
み
る
と
非
常
に
つ
く
り

に
く
い
製
品
だ
。
自
動
化
し
に

く
い
し
、
か
と
い
っ
て
機
械
化

に
取
り
組
ま
ず
完
全
な
手
作
業

と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

　
半
面
、
生
産
上
の
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
例
え
ば
数
年
先
ま
で

生
産
量
を
予
測
で
き
る
こ
と
。

５
年
先
の
生
産
量
は
ほ
ぼ
確
実

に
分
か
る
し
、

年
先
で
も
大

体
は
把
握
で
き
る
。
航
空
機
の

生
産
技
術
は
ハ
イ
テ
ク
か
ロ
ー

テ
ク
か
と
い
う
議
論
が
あ
る

が
、
実
際
に
は
二
つ
の
ミ
ッ
ク

ス
だ
と
い
え
る
。
日
本
で
は
ま

だ
少
な
い
が
、
米
国
で
は
他
産

業
へ
の
技
術
の
ス
ピ

ン
ア
ウ
ト
で
確
実
に

貢
献
し
て
い
る
。

　
二
つ
目
の
特
徴
は

規
格
の
世
界
標
準
化

が
進
ん
で
い
る
こ

と
。
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
主
要

調
達
先
も
米
国
、
欧

州
、
ア
ジ
ア
な
ど
世

界
中
に
散
ら
ば
っ
て

い
る
が
、
多
く
は
専

門
メ
ー
カ
ー
。
そ
れ

ぞ
れ
が
市
場
を
寡
占

す
る
。
航
空
機
は
メ

ー
カ
ー
ご
と
に
規
定

が
異
な
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
く
、
小
さ
な

会
社
で
も
世
界
標
準
化
の
波
に

乗
っ
て
適
合
し
て
し
ま
え
ば
、

世
界
中
に
売
れ
る
。

　
三
つ
目
の
特
徴
は
、
複
雑
な

す
り
合
わ
せ
型
製
品
と
い
う
こ

と
。
航
空
機
の
部
品
点
数
は
数

百
万
点
と
自
動
車
よ
り
二
桁
多

い
。
そ
れ
ら
部
品
を
全
部
す
り

合
わ
せ
て
一
つ
の
形
に
す
る
と

い
う
の
が
航
空
機
設
計
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

専
任
チ
ー
ム

　
次
に
航
空
機
産
業
に
お
け
る

モ
ノ
づ
く
り
を
説
明
し
た
い
。

ま
ず
は
開
発
に
つ
い
て
。
基
本

的
に
大
規
模
な
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
専
任
チ
ー
ム
を
構
成

す
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
場
合
は
三
菱

航
空
機
と
い
う
別
会
社
に
作
っ

た
。
一
つ
の
航
空
機
の
開
発
フ

ェ
ー
ズ
は
約
５
年
。
そ
の
間
は

大
人
数
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
が

終
わ
る
と
縮
小
す
る
。
人
的
リ

ソ
ー
ス
の
山
・
谷
が
極
め
て
大

き
い
た
め
に
、
内
外
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
を
活
用
す
る
の
が
特
徴

だ
。

　
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
開
発
体
制
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
三
菱
航
空
機
に
１

０
０
０
人
ほ
ど
の
従
業
員
が
い

る
。
管
理
部
門
の
ほ
か
品
質
保

証
、
営
業
、
技
術
、
顧
客
サ
ポ

ー
ト
、
調
達
、
飛
行
試
験
な
ど

の
組
織
が
あ
る
。
モ
ノ
づ
く
り

製
造

は
三
菱
重
工
名
航
が

担
当
。
Ｍ
Ｒ
Ｊ
専
任
で
数
百
人

ほ
ど
働
い
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｒ
Ｊ
に
装
備
品
な
ど
を
供

給
す
る
主
要
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は

約

社
。
世
界
に
巡
ら
せ
た
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
、
こ
こ

三
菱
航
空
機

で
管
理
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
名
航

も
、
部
品
や
組
み
立
て
な
ど
取

引
先
を
約
１
０
０
０
社
抱
え

る
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
体
制

を
少
な
く
と
も
５
年
間
は
維
持

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
開
発
段
階
で
非
常
に
綿
密
な

解
析
作
業
を
行
う
こ
と
も
特
徴

の
一
つ
。

実
機
が
な
い

ペ

ー
パ
ー
・
エ
ア
プ
レ
ー
ン
の
段

階
で
細
部
ま
で
設
計
し
、
一
部

の
性
能
試
験
な
ど
も
机
上
で
済

ま
せ
る
。

試
作
品
を
何
度
も

作
る

ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ

ラ
ー
は
し
な
い
。
例
え
ば
Ｍ
Ｒ

Ｊ
の
空
力
解
析
で
も

実
機
が

な
い
状
態
で

エ
ン
ジ
ン
を
逆

噴
射
し
た
際
の
空
気
の
流
れ

や
、
騒
音
の
計
算
ま
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ８月２９日 木曜日 　　


